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　実 験 2 ：Sil─0の 基 剤（ベース）にフィラーを
配合した試料と練和物（練和比10： 1 ）について
粘稠度試験行った．
　実 験 3 ：フィラー 配 合 シリコーンの 物 性 値
（RV と MV）と市販 MG 材の物性値を比較した．




　臨床応用：実験 1 ～ 4 のデータを基に MG の
製作を試みた．
【結果】




MV が RV に比較し良好であった．また吸水性は















　実 験 4 ： Sil─0（RV と MV），Sil─10（MV），
市販 MG 材では，硬さは Sil─10（MV）が有意に
増加し，引裂き強度は Sil─0（MV）が大きく，
衝撃吸収能は RV，MV 共にフィラー配合比率が
高くなるにつれ低下する傾向にあった．
　臨床への応用ではフィラー配合（Sil─10）によ
り粘稠度が改善されカートリッジの使用が可能と
なり，またマイクロ波により加硫時間の短縮が得
られ技工操作性が向上した．
【結論】
　Sil─0の硬さおよび引裂き強度は RV よりも
MV で増加し，適合性，吸水性も良好な結果を示
した．Sil─10はミキシング・カートリッジの使用
が可能となった．しかし，結晶石英フィラー配合
シリコーン材のさらなる物性の向上のためには，
配合するフィラー粒子径ならびに形状の均一化と
シリコーンとの接着強度を高める必要性が示唆さ
れた．
